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反
核
・
反
戦
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル 

宇
部 

十
一
月
二
十
三
日
の
日
曜
日
に
「
北
海
道
へ
の

核
の
持
ち
込
み
は
許
さ
な
い
！
１
１
・
２
３
幌
延

デ
ー
北
海
道
集
会
」
が
開
催
さ
れ
参
加
者
は
寒
空

の
下
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
東
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
か

ら
幌
延
町
内
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が

ら
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。 

こ
の
集
会
は
一
九
八
六
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今

回
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
る
、
日
高
地
本
か
ら
は

実
行
委
員
の
瀧
口
和
成
氏
（
日
高
町
職
）
を
は
じ

め
七
名
が
参
加
し
近
年
で
は
例
を
見
な
い
大
所
帯

な
っ
た
、
北
海
道
青
年
女
性
部
で
は
三
産
別
一
団

体
百
五
十
三
人
が
参
加
。 

現
在
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
方
法
と
し

て
深
地
層
処
分
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
調

査
研
究
機
関
が
幌
延
に
あ
る
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
。
こ
の
研
究
所
を
巡
っ
て
は
、
北
海
道

は
「
放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
受
け
入
れ
難

い
」
と
の
条
例
を
制
定
し
、
道
及
び
幌
延
町
、
原

子
力
機
構
（
旧
核
燃
機
構
）
は
「
研
究
の
み
」
と

し
て
「
放
射
性
廃
棄
物
や
放
射
性
物
質
を
持
ち
込

ま
な
い
し
使
用
し
な
い
」「
研
究
終
了
後
は
埋
め
戻

す
」
と
の
協
約
を
締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
政
府

は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
つ

い
て
「
国
が
全
面
に
出
る
」
と
し
て
、
候
補
選
定 

地
に
向
け
た
文
献
調
査
を
適
地
に
申

し
入
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
北
海
道

は
「
協
定
」
が
あ
っ
て
も
例
外
で
は

な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
の
理
事
は
「
二
十
年

程
度
」
と
し
て
研
究
期
間
に
つ
い
て

「
現
時
点
で
何
年
に
終
了
と
は
言
え

な
い
」
、「
回
収
可
能
性
の
研
究
も
『
三

者
協
定
』
の
範
囲
内
で
あ
る
」
、
「
埋

め
る
と
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
と
、

三
者
協
定
を
反
故
に
す
る
か
の
よ
う

な
発
言
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
地
元

幌
延
町
に
お
い
て
も
交
付
金
目
当
て

の
最
終
処
分
場
誘
致
の
動
き
も
あ

り
、
幌
延
町
が
な
し
崩
し
的
に
処
分

地
と
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。 
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参
加
者
感
想
な
の
で
す ↑講演を行う川原茂雄氏 

デ
モ
行
進
に
先
立
っ
て
二
十
三
日
の

午
前
中
に
は
天
塩
町
社
会
福
祉
会
館
に

お
い
て
１
１
・
２
３
幌
延
デ
ー
北
海
道

青
年
女
性
学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
冒

頭
で
は
瀧
口
実
行
委
員
長
か
ら
「
安
倍

政
権
の
原
発
政
策
、
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
環
境
が
戦
争
に
向
か
っ
て
い
る
。 

 
 
 

国
民
か
ら
は
圧
倒
的
に
反
対
の
声
が

出
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
反
対
運
動
の
お
か
げ
で
核
の

ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
現
状
も

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
学
習
と
行
動

で
意
思
を
示
し
て
い
こ
う
。
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
「
核
の
ゴ
ミ
と
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
て
北

海
道
立
札
幌
琴
似
工
業
高
等
学
校
教
諭

の
川
原
茂
雄
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 
 

今
ま
で
に
発
生
し
た
使
用
済
み
核
燃

料
が
原
子
炉
建
屋
内
プ
ー
ル
に
一
時
的

に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
先
の
行
き

場
所
が
な
く
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
ウ

ン
チ
に
例
え
て
原
発
は
ト
イ
レ
な
き
マ

ン
シ
ョ
ン
だ
と
、
お
ま
る
に
い
れ
て
棚

の
上
に
置
い
て
い
る
だ
け
だ
な
ど
と
流

暢
な
喋
り
口
で
語
り
参
加
者
は
聞
き
込

ん
で
い
た
。 

○
本
田 

卓
也 

氏
（
平
取
町
職
労
） 

幌
延
デ
ー
そ
の
も
の
に
は
過
去
三
回
参
加
し

て
い
る
が
、
今
年
は
幌
延
デ
ー
前
日
の
十
一

月
二
十
二
日
、「
ゆ
め
地
創
館
」
を
初
め
て
見

学
し
た
。
施
設
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
パ
ネ

ル
が
あ
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
は
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
は
、
地
層
処
分
と
は
、

な
ど
の
色
々
な
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
も
目
を
引
い
た
の
は
「
当
セ
ン
タ
ー
の
施

設
は
研
究
施
設
で
す
。
放
射
性
廃
棄
物
は
持

ち
込
み
ま
せ
ん
」
と
デ
カ
デ
カ
と
書
い
て
あ

っ
た
こ
と
だ
。
う
そ
く
せ
ぇ
（
笑
）。 

二
〇
一
五
年
の
十
二
支
は
未
（
ひ

つ
じ
）
で
す
が
、
干
支
は
乙
羊
（
き

の
と
ひ
つ
じ
）
で
す
。
甲
・
乙
・
丙
・

丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
の

十
干
（
じ
っ
か
ん
）
と
子
・
丑
・
寅
・

卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・

戌
・
亥
の
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た

六
〇
通
り
が
干
支
で
あ
り
読
み
方
も

本
来
は
「
え
と
」
で
は
な
く
「
か
ん

し
」
と
読
み
ま
す
。
兄
（
え
）
の
干

と
弟
（
と
）
の
支
の
兄
弟
（
え
と
）

が
由
来
と
な
り
「
え
と
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
甲
子
の
年

に
で
き
た
の
で
甲
子
園
、
戊
辰
の
年

に
お
き
た
の
で
戊
辰
戦
争
な
ど
意
外

と
身
近
に
干
支
は
あ
る
も
の
で
す
。 

ち
な
み
前
の
乙
羊
は
一
九
五
五
年

で
こ
の
年
は
あ
の
ミ
ス
タ
ー
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
欧
州
年
間
最
優
秀
選
手
二

回
・
ド
イ
ツ
年
間
最
優
秀
選
手
一

回
・
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
得
点
王
三

回
・
ス
イ
ス
リ
ー
グ
得
点
王
一
回
で

有
名
な
カ
ー
ル
＝
ハ
イ
ン
ツ
・
ル
ン

メ
ニ
ゲ
が
生
ま
れ
た
年
で
す
。 
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○
野
阪 

亮
太 
氏
（
え
り
も
町
職
労
） 

デ
モ
行
進
と
い
う
も
の
に
参
加
す
る
の
は

初
め
て
で
、
警
察
も
い
る
し
、
正
直
怖
か
っ

た
で
す
。
歩
き
な
が
ら
幌
延
の
ま
ち
を
見
て

い
る
と
、
周
り
に
人
が
全
く
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
み
ん
な
デ
モ
行
進
に
参
加
し
て
い
た
か

ら
な
の
か
、
三
連
休
の
ど
真
ん
中
な
の
で
お

出
か
け
し
て
い
た
か
ら
な
の
か
、
理
由
は
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
と
も
と
幌
延
は

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
誘
致
を
考
え
て

い
た
み
た
い
で
す
が
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、

こ
の
集
会
を
幌
延
の
人
た
ち
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
か
が
少
し
気
に
な
り
ま
し
た
。 

十
二
月
十
八
日
（
木
）
に
新
ひ

だ
か
町
に
お
い
て
日
高
地
本
青

年
部
第
一
回
幹
事
会
が
開
催
さ

れ
、
二
〇
一
五
年
度
の
幹
事
会

体
制
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）
部
長
・
茂
野
良
二
（
日

高
）
、
副
部
長
・
堀
井
勇
司
（
様

似
）
、
書
記
長
・
野
阪
亮
太
（
え

り
も
）
、
宇
部
孝
也
（
日
高
）
、

錦
野
雄
太
（
平
取
）
、
小
林
元
希

（
新
冠
）
、
榊
原
征
人
（
新
ひ
だ

か
）、
東
亮
佑(

同)

、
若
林
寛
之

（
浦
河
）
、
出
町
拓
大
（
様
似
）、

澤
田
隼
行
（
え
り
も
）、
杉
山
展

明
（
全
道
庁
日
高
総
支
部
）。 
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